
日本全国 たまる・つかえる 共通ポイントサービス「Ponta」 

― 消費者へのよりよいサービス提供への貢献と、企業へのマーケティング支援を通じて、「無駄のない消費社会」の実現に貢献いたします ―  

Press Release 

株式会社 大垣共立銀行と提携 
「Ponta ポイント」へのポイント交換サービス開始 

  2013年12月19日 
報道関係各位 

 株式会社ロイヤリティ マーケティング 

 共通ポイントサービス「Ponta（ポンタ）」を運営する株式会社ロイヤリティ マーケティング（本社：東京都渋谷区、

代表取締役社長：長谷川 剛、以下「LM」）は、株式会社 大垣共立銀行（本店：岐阜県大垣市 、頭取：土屋 嶢、

以下「大垣共立銀行」）と提携し、2014年3月1日（土）より、同行が提供するポイント制サービス「サンクスポイント・

プレゼント2014」において、同「サンクスポイント」から「Pontaポイント」へのポイント交換サービスを開始します。 

【共通ポイントサービス「Ponta（ポンタ）」とは】 

1枚のポイントカードで様々な提携企業の共通ポイントを、ためる、つかうことのできる便利でおトクなサービスです。会員数

5,914万人（2013年11月末日時点）を有する共通ポイントサービスで、提携企業70社、日本全国約22,500店（2013年11月1日

時点）にて利用が可能です。 

Pontaオフィシャルサイト「Ponta.jp」： http://www.ponta.jp/ 
Ponta公式Twitter： https://twitter.com/Ponta 
Ponta公式Facebook： https://www.facebook.com/ponta.official 

＜ 大垣共立銀行におけるPontaサービス概要 ＞ 

■ポイント交換開始日： 2014年3月1日（土） 

■ポイント換算率： サンクスポイント５ポイントあたり０．８Pontaポイント 

■必要ポイント数： サンクスポイント２，５００ポイント以上５ポイント単位 

■申込み方法： 下記のいずれか 

           ①同行窓口にて所定の申込書に記入のうえお申し込み 

           ②スーパーOKダイレクトのテレホンバンキングでのお申し込み 

■サイトURL： http://www.okb.co.jp/personal/profit/thanks.html 

 
※「サンクスポイント・プレゼント」とは 

  「サンクスポイント・プレゼント」とは、平成７年に全国の金融機関で初めて導入したポイント制サービスで、大垣共立銀行  

   とのお取引に応じてたまるポイント“サンクスポイント”を集め、魅力的な夢のある特典と引換えできるサービスです。 

【「サンクスポイント・プレゼント」サイトイメージ】 

 LMは、「Ponta」の「便利・おトク・楽しい」世界が、いつでもどこでも広がる生活密着型サービスの提供を目指して

います。地域に根差した金融サービスを提供する大垣共立銀行と提携することで、地元の皆様に「Ponta」をより

身近に感じていただき、愛されるサービスの提供につなげて参ります。 
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